
項 ⽬ 内 容

名称 アボカド、アボガド [英]Avocado [学名]Persea americana Mill.

概要 アボカドは、中央アメリカ原産のクスノキ科の常緑⾼⽊。⾼さ10〜20 m程度に⽣

⻑する。成熟した果実を採取し、追熟させたものを⾷⽤とする他、葉や樹⽪、油な

どが利⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・果実、葉:「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質

(原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・果実は脂質を多く含み、脂肪酸組成はパルミトレイン酸、オレイン酸、リノール

酸、リノレン酸などの不飽和脂肪酸が80％を占める (76) 。

・葉と樹⽪は揮発油、フラボノイド類、タンニンを含む (33) 。
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循環器・

呼吸器

メタ分析

・2015年2⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験10報

(検索条件︓介⼊期間≧5⽇) について検討したメタ分析において、アボカドの摂取

は、⾎中脂質 (TC、LDL-C、TG) の低下と関連が認められたが、試験によるばらつ

きが⼤きかった。⼀⽅、⾎中脂質 (HDL-C) との関連は認められなかった

(PMID:26892133) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=26892133&dopt=Abstract


消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ RCT

・膝関節症の患者260名 (ベルギー) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試

験において、アボカドダイズ不けん化物を300 mg/⽇ (86名、平均63.4±8.6歳)  

または600 mg/⽇ (86名、平均65.2±8.5歳) 、3ヶ⽉間摂取させたところ、いずれ

の群ともに抗炎症薬および鎮痛剤の使⽤減少、主観的な痛みの指標 (VAS) 、痛みと

関節機能の指標 (Lequesne) の改善が認められた (PMID:11578021) 。

・変形性股関節症の患者163名 (試験群85名、平均63.3±8.7歳、フランス) を対象

とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アボカドダイズ不けん化物

300 mg/⽇を2年間摂取させたところ、関節裂隙、痛みと関節機能の指標

(Lequesne) 、主観的な痛みの指標 (VAS) 、抗炎症剤の使⽤量に影響は認められな

かった (PMID:11932878) 。

・変形性関節症患者163名 (試験群80名、平均63.3±7.6歳、フランス) を対象とし

た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アボカドダイズ不けん化物300  

mg/⽇を3ヶ⽉間 (前半45⽇間は抗炎症剤とともに) 摂取させたところ、後半45⽇

間での抗炎症剤使⽤者数および使⽤量の減少、主観的・客観的奏効率の上昇、関節

機能指標の改善が認められたが、主観的な痛みの指標 (VAS) に影響は認められなか

った (PMID:9476272) 。

・変形性関節症患者164名 (試験群85名、平均63.3±7.6歳、フランス) を対象とし

た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アボカドダイズ不けん化物300  

mg/⽇を6ヶ⽉間摂取させたところ、痛みと関節機能の指標 (Lequesne) 、主観的

な痛みと機能障害の指標 (VAS) 、症状の総合評価の改善が認められたが、抗炎症剤

の使⽤回数および使⽤率に影響は認められなかった (PMID:9433873) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11578021&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11932878&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=9476272&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=9433873&dopt=Abstract
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